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高精度海底地殻変動測定システムの開発-１ｃｍの精度を目指して-

Development of a precision system for observing crustal deformation at the seafloor with
an accuracy of 1cm
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 地殻変動（静的変位・歪）の大きさは、擾乱源からの距離とともに急速に減少する。したがって、擾乱源の近

くで観測することが必要不可欠である。プレート境界近傍の変動は多くは海底下で進行する。このため地殻変動の

メカニズム解明のためには、海底での地殻変動観測が必要不可欠である。

海底地殻変動の測定手法には種々あるが大別すると、１）単独点での歪み傾斜、２）海底固定点間の相対変位、

３）海底固定点の位置変化、などがある。この中では、広域の変動を捉えるには、ＧＰＳと音響測距の手法を用い

た３）の手法が最適である。ただし、この観測を繰り返し高い精度で測定結果を得るに至っていない。短時間（１

～２日）の測定誤差は５～１０ｃｍ程度であるが、繰り返し観測の誤差はその数倍に達することがある（数十ｃｍ）。

これらの系統誤差の主な要因は、１）キネマティックＧＰＳによる船の位置、２）海水音速構造、３）音響信号の

検出に起因するものと考えられる。

 これらの問題、本研究では、海底の位置決定精度を１ｃｍに達するために、以下のような問題に取り組む。１）

キネマティックＧＰＳのソフトを新たに開発する。既存のソフトでは、外国の研究機関が開発したものであり、我々

の望むような改善の保証はない。また、ソースプログラムの変更が必要なときに対応できない。２）キネマティッ

クＧＰＳ精度向上のための観測手法の開発。洋上にブイなどによりＧＰＳ観測網を構築し、観測精度の向上を図る。

３）音速構造の時間・空間変化の追跡。浅層のみならず、深層でも時間・水平方向の変化を生じる。このために海

底に３点以上固定局、海上でも複数の調査船により音響測距と音速の測定（ＸＢＴ，ＣＴＤ）を同時に行い、音速

構造の変化および補正を行う。４）音響信号は、送信間隔を短くしランダム誤差を下げると共に、音速の微細構造

の変化を追跡し測定精度を高める。これらと同時にリアルタイム決定を試みる。現在は、観測後、ＧＰＳの精密歴

を待って、音響測距データと合わせ位置決定を実施していた。観測時に測定精度を知ることは観測計画を立てる上

でも重要である。このほか、既存システムでは、信号送信間隔が２０秒と長く、測定回数が限られる。これを１秒

またはそれ以下に縮め測定回数を高める。回以上に増やすこれらを、解決することにより、高精度で繰り返し観測

が実現する。

 上記の目的の達成のため、種々の分野の協力を得て、５ヵ年で、高精度（１ｃｍ）で測定できるシステムなら

びに観測手法を開発する。開発と同時に、熊野灘、東海道沖での観測も並行して実施する。


